
大阪法務局が実施した登記所備付地図作成作業■

１ はじめに・・・

ここでは，大阪法務局が登記所備付地図を作成したことで公共事業が

促進した大阪府箕面市の事例を紹介します。

地図作成作業を実施した地区（箕面市今宮三丁目・四丁目）は，昭和

初期頃からの宅地の乱開発によって，法務局の公図と現況が大きく異な

っており，地図が混乱した状態となっていました。

左の図は，当該地区の土地台帳附属地図の原図です。

地番配列が現地と整合していない上，大変不鮮明で

ありました。

２ 当該地区が抱えていた問題及び登記所備付地図作成作業実施地区選定

理由

当該地区は，慢性的に渋滞する国道に隣接していたため，渋滞を回避

する車が，幅員の狭い地区内生活道路（幅３・６ｍ）を抜け道として利

用し，住民生活に大きな支障となっていました。

拡大図

箕面市 登記所備付地図作成作業概要

・実施時期 平成１１年度～平成１２年度
・実施地区 大阪府箕面市今宮三丁目・四丁目
・実施面積 ０．１２㎢
・筆 数 ５３１筆



このような問題を解消するため，箕面市は，都市計画道路を建設する

こととしましたが，公図と現況が大きく異なっていたため，土地買収が

難航し，事業が進まない状況となっていました。

そこで，大阪法務局に対し，箕面市及び地元住民から当該地区の登記

所備付地図作成作業に対する強い要望があったことから，当該地区を選

定し，同作業を実施することとしました。

３ 登記所備付地図作成作業実施後における効果

大阪法務局では，箕面市及び自治会の協力の下，事態を改善するため

に当該地区の地図作成作業を実施しました。

【法務局が作成した地図】

法務局が地図を作成したことにより，現況と地図とが整合しました。

この効果により，道路拡幅に必要な土地買収作業が順調に進み，箕面市

及び住民の４０年越しの悲願である都市計画道路が完成しました。



【昭和５４年空中写真（地図作成前）国土地理院空中写真】

【現在の空中写真（地図作成後）国土地理院空中写真】

上の空中写真をご覧ください。

地図作成後の空中写真には，東西に幅１６ｍの都市計画道路が施工されたこ

とを確認することができます。



現在の様子です

左の図は，箕面市

広報誌「もみじだよ

り」平成２１年４月

号の抜粋です。

当該地区に開通し

た都市計画道路につ

いて紹介されていま

す。

法務局の地図作成

が，住民の皆様の「安

全で便利な暮らし」の

一助となった一例で

す。


